
2広報平成29年10月16日号

こ
れ
ま
で
の
経
緯

昭
和
59
年　
事
業
者
が
産
廃
処
分
場
（
第

１
・
第
２
工
区
／
３
ペ
ー
ジ
位
置
図
）

の
設
置
届
を
県
に
提
出

※
埋
立
品
目
…
鉱
さ
い

平
成
６
年　
事
業
者
が
産
業
廃
棄
物
及
び

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
（
第
３
工

区
／
３
ペ
ー
ジ
位
置
図
）
を
拡
張

※
埋
立
品
目
…
燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
鉱
さ
い
な
ど

平
成
15
年　
事
業
者
が
排
水
処
理
施
設
の

運
転
を
停
止
。
以
降
、
処
分
場
を
放
置

平
成
18
年　
施
設
設
置
の
許
可
権
者
で
あ

る
県
が
、
最
終
処
分
場
の
許
可
を
取
り

消
し

平
成
25
年　
三
重
県
の
事
業
者
が
放
置
さ

れ
た
産
廃
処
分
場
を
取
り
囲
む
区
域
で

の
「
新
規
産
廃
処
分
場
の
設
置
と
、
跡

地
の
廃
棄
物
の
無
害
化
」
を
市
に
提
案

平
成
26
年 西

尾
市
が
抱
え
る

産
廃
処
分
場
問
題
の
い
ま

一
色
町
生
田
地
区
に
は
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
産
廃
処
分
場
）
の
問
題

が
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
過
去
に
民
間
の
事
業
者
が
産
廃
処
分
場
を
設
置
し
、

廃
棄
物
の
埋
め
立
て
を
行
っ
た
後
、
排
水
処
理
を
行
わ
ず
に
「
放
置
さ
れ
た
産
廃

処
分
場
の
跡
地
」
問
題
。
も
う
一
つ
は
、
新
た
な
事
業
者
が
跡
地
を
取
り
囲
む
区

域
で
計
画
し
て
い
る
「
新
た
な
産
廃
処
分
場
の
建
設
」
問
題
。
い
ず
れ
も
、
地
域

住
民
だ
け
で
な
く
、
市
全
体
で
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
で
す
。

問
環
境
保
全
課
環
境
保
全
担
当
（
☎
34
・
８
１
１
１
／
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

・
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会（
県
漁
連
）西

三
支
部
と
一
色
地
区
町
内
会
長
連
絡
協

議
会
が
、
産
廃
処
分
場
建
設
に
反
対
す

る
要
望
書
を
市
長
に
提
出

・
市
議
会
が
産
廃
処
分
場
建
設
反
対
を
決

議
。
県
知
事
宛
て
に
意
見
書
を
提
出

・
放
置
さ
れ
た
産
廃
処
分
場
の
跡
地
問
題

の
解
決
手
法
を
協
議
す
る
た
め
、
地
域

住
民
や
産
業
団
体
の
代
表
、
弁
護
士
や

大
学
教
授
な
ど
の
有
識
者
で
構
成
す
る

「
一
色
地
区
産
廃
跡
地
問
題
地
域
会
議

（
地
域
会
議
）」
を
市
が
設
置

平
成
27
年

・
県
漁
連
が
産
廃
処
分
場
建
設
反
対
を
求

め
る
要
望
書
を
県
知
事
宛
て
に
提
出

・
一
色
町
生
田
町
内
会
な
ど
が
、
産
廃
処

分
場
建
設
反
対
の
署
名（
８
１
８
人
分
）

と
要
望
書
を
県
知
事
宛
て
に
提
出

・
地
元
住
民
な
ど
が
産
廃
処
分
場
建
設
阻

止
な
ど
を
目
的
に
「
三
河
湾
沿
岸
の
環

境
・
生
活
・
産
業
を
守
る
会
（
三
河
湾

※
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
も
兼
ね
て

い
た
た
め
、
平
成
6
年
～
11
年
に
、

当
時
の
西
尾
幡
豆
広
域
圏
組
合
が
処

理
し
た
可
燃
ご
み
の
焼
却
灰
も
処
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
市
の
対
応

　
26
年
に
設
置
し
た
地
域
会
議
で
は
、
問

題
の
概
要
や
法
の
適
用
と
と
も
に
、
現
在
、

県
や
市
が
実
施
し
て
い
る
周
辺
水
路
の
水

質
・
底
質
の
環
境
調
査
で
異
常
が
見
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
情
報
を
共
有
。
現

地
を
確
認
し
た
上
で
、
廃
棄
物
の
全
量
運

び
出
し
や
そ
の
場
所
で
の
封
じ
込
め
と
い

う
解
決
手
法
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

●
29
年
７
月
の
第
５
回
地
域
会
議
で
示
さ

れ
た
３
つ
の
方
向
性

①
放
置
さ
れ
た
産
廃
処
分
場
跡
地
は
ア
シ

や
ス
ス
キ
な
ど
の
植
物
が
繁
茂
し
、
隣

接
す
る
排
水
路
を
含
め
、
鳥
類
や
爬は

ち
ゅ
う虫

類
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
確
認
で
き

る
。
特
に
葦あ

し

原
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
の

を
守
る
会
）」
を
設
立

・
三
河
湾
を
守
る
会
が
産
廃
処
分
場
建
設

反
対
の
署
名
（
一
色
地
区
の
市
民
２
万

５
３
５
人
分
）
と
要
望
書
を
県
知
事
と

県
議
会
議
長
宛
て
に
提
出

平
成
28
年　
三
河
湾
を
守
る
会
が
産
廃
処

分
場
建
設
反
対
の
署
名
（
一
色
地
区
以

外
の
市
民
２
万
６
４
７
０
人
分
）
と
要

望
書
を
県
知
事
宛
て
に
提
出
。
県
に
対

す
る
指
導
や
法
律
の
規
制
強
化
を
求
め

る
要
望
書
を
環
境
大
臣
宛
て
に
提
出

平
成
29
年

・
市
議
会
が
、
産
廃
処
分
場
建
設
を
許
可

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書（
１
月
）

と
、
産
廃
処
分
場
建
設
に
反
対
す
る
意

見
書（
５
月
）を
県
知
事
宛
て
に
提
出

・
中
村
市
長
が
新
た
な
産
廃
処
分
場
の
建

設
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
反

対
し
て
い
く
こ
と
を
市
議
会
７
月
臨
時

会
で
所
信
表
明

放
置
さ
れ
た
跡
地
の
問
題

■
概
要

面
積　
約
15
ヘ
ク
タ
ー
ル

事
業
内
容　
産
廃
処
分
場
（
管
理
型
処
分

場
）

埋
立
容
量　
約
67
万
４
０
０
０
立
方
メ
ー

ト
ル

すべては未来のために
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こ
れ
ら
の
方
向
性
は
「
提
案
書
」
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、
８
月
10
日
に
市
長
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
は
「
専
門
的
知
見

を
踏
ま
え
た
提
案
で
あ
る
た
め
、
内
容
を

尊
重
し
、
対
応
を
考
え
た
い
」
と
回
答
し

ま
し
た
。
今
後
、
県
と
協
議
し
、
対
応
を

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新
た
な
建
設
の
問
題

■
概
要

　
こ
の
概
要
は
、
25
年
7
月
に
事
業
者
か

ら
市
に
提
案
さ
れ
た
内
容
を
抜
粋
し
て
い

野
鳥
・
チ
ュ
ウ
ヒ
が
越
冬
し
て
い
る
状

況
か
ら
、
跡
地
が
周
辺
の
生
活
環
境
や

自
然
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

は
考
え
に
く
い
た
め
、
掘
り
返
し
な
ど

は
せ
ず
、
当
面
の
間
、
環
境
の
監
視
を

継
続
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

②
現
在
、
県
や
市
が
行
っ
て
い
る
周
辺
水

路
の
水
質
・
底
質
の
調
査
の
頻
度
な
ど

を
見
直
し
、
環
境
を
監
視
す
る
こ
と
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
地

表
面
へ
の
ガ
ス
の
発
生
状
況
の
調
査
を

検
討
す
る
こ
と

③
環
境
調
査
の
結
果
を
協
議
で
き
る
組
織

づ
く
り
を
検
討
す
る
こ
と

ま
す
。
詳
細
な
計
画
は
現
段
階
で
は
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

面
積　
約
53
ヘ
ク
タ
ー
ル

事
業
内
容　
産
廃
処
分
場
（
管
理
型
処
分

場
）、
中
間
処
理
施
設

処
理
品
目　
燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
、
繊
維

く
ず
、
動
植
物
性
残
さ
、
ゴ
ム
く
ず
、

金
属
く
ず
、
ダ
ス
ト
類
、
ガ
ラ
ス
く
ず

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
・
陶
磁
器
く
ず
、

が
れ
き
類
、
鉱
さ
い
、
第
13
号
廃
棄
物
、

廃
油　
な
ど

埋
立
容
量　
最
大
約
１
０
０
０
万
立
方
メ

ー
ト
ル

埋
立
期
間　
40
年
～
50
年

■
市
の
対
応

　
29
年
５
月
10
日
、
榊
原
康
正
前
市
長
が
、

産
廃
処
分
場
の
建
設
地
に
適
さ
な
い
と
し

て
、
新
た
な
処
分
場
の
建
設
に
許
可
を
与

え
な
い
こ
と
を
求
め
る
要
望
書
を
県
知
事

宛
て
に
提
出
。
産
廃
処
分
場
の
建
設
に
反

対
す
る
姿
勢
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。

●
産
廃
処
分
場
の
建
設
地
に
適
さ
な
い
と

　
市
が
考
え
る
理
由

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定
に
よ
る

と
、
計
画
地
周
辺
で
は
最
大
4
メ
ー
ト

ル
の
津
波
が
押
し
寄
せ
る
と
と
も
に
、

矢
作
川
の
堆
積
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

液
状
化
の
危
険
性
が「
極
め
て
高
い
」地

域
と
さ
れ
て
い
る
た
め

②
新
た
な
産
廃
処
分
場
が
建
設
さ
れ
、
災

害
に
よ
り
処
分
場
の
廃
棄
物
や
汚
水
が

三
河
湾
に
流
出
し
た
場
合
、
そ
の
実
害

は
市
内
漁
業
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
三

河
湾
に
面
す
る
全
て
の
住
民
や
自
治
体

に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
た
め

　
29
年
８
月
、
周
辺
地
域
の
影
響
を
調
査

・
研
究
す
る
た
め
、
環
境
影
響
評
価
や
地

盤
工
学
、
経
済
学
を
専
門
と
す
る
大
学
教

授
な
ど
で
構
成
す
る
「
産
廃
処
理
施
設
建

設
計
画
影
響
調
査
研
究
会（
研
究
会
）」を

設
置
。
今
後
、
こ
の
計
画
地
が
適
地
で
は

な
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
き
ま
す
。

■
第
２
回
研
究
会
を
開
催

日
時　
10
月
25
日
㈬　
午
後
２
時

場
所　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
２

階
）

内
容　
委
員
の
皆
さ
ん
が
問
題
点
な
ど
を

発
表
し
、
協
議
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
他　
傍
聴
席
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
計
画
地
の
状
況
な
ど

を
正
確
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
要
望
に
応

じ
て
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象　
町
内
会
や
各
種
団
体
な
ど

　
※
参
加
者
は
お
お
む
ね
10
人
以
上

開
催
日
時　
午
前
10
時
～
午
後
９
時
の
間

で
、
曜
日
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
説
明
会
の
10
日
前
ま
で
に
、

町
内
会
長
ま
た
は
団
体
の
代
表
者
が
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

環
境
保
全
課
環
境
保
全
担
当
（
☎
34
・

８
１
１
１
／
ＦＡＸ
34
・
８
１
１
５
／
糸ka

　

nkyo-h@
city.nishio.lg.jp

）
へ
。

産廃処分場の位置図
放置された産廃処分場の跡地新たな産廃処分場の計画地

第１工区

第２工区

第３工区

一色中学校
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